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輸 文 内 容 の 要 旨

世界の食糧の持続的供給を図る見地から,イネの育種的改良への期待は大きいが,その収量の一層の向上は困難と見られ

ている｡その中にあってインド型と日本型の亜種間雑種は顕著な-テロシスを示し,30%以上の増収の可能性がある｡イネ

の亜種間雑種における雌性配偶子の致死は,広親和性遺伝子S5｢和を利用することにより解決されたが,雄性配偶子の致死

の問題は未解決であり,それは亜種間雑種の稔実率が不安定であることの原因と考えられる｡過去の報告から,亜種間雑種

における雄性配偶子の致死などによる標識遺伝子の分離の歪みに対して,中立的な遺伝子をもっ品種があることが示唆され

ている｡本研究では,このような中立的な遺伝子を利用すれば,亜種間雑種における雄性配偶子の致死,すなわち花粉不稔

が解決できると予想して,一連の研究を行った｡

1.低温がイネの亜種間雑種の稔実率に及ぼす影響を研究した｡5組合せの亜種間雑種Flの稔実率は,温度の低下に従っ

て直線的に下がった｡その原因は低温で一部の花粉が授精力を失ったことによる｡実際に染色率からみた低温での花粉の形

態的な稔性は低下した｡低温と正常温度で稔実した6組合せのF2集団を調査したところ,3組合せで標識遺伝子の分離が温

度によって影響された｡一方,低温による亜種間雑種Flの稔実率の低下は,中立的な遺伝子の導入により回避できることも

示唆された｡

2.イネの亜種間雑種Flの花粉および種子稔性に対する4座の標識遺伝子の効果を検討した｡模識遺伝子PgilとAお

よびEst9は,花粉稔性に関係することが見出された｡これは,これらの遺伝子座の近傍にある配偶子遺伝子座のga14,ga

7およびgα11が花粉稔性に関与している可能性を示唆した｡さらに,花粉稔性が大きく低下した場合,それは稔実率の低

下に寄与することを見出した｡なお,種子の雑種不稔の標識が染色体6上の色素原遺伝子Cであることを再確認した｡

3.染色体3の上にある標識遺伝子Pgilの分離の歪みを起こす新しい遺伝子座ga14を同定した. 日本型の対立遺伝子

pgiト 2の伝達率はga14の作用で,0.29-0.38になり,ga14では日本型の配偶子ga147'の致死が起こって,ga147'の

授精率は0.13-0.22となって,通常の0.50より低かった｡ga14とPgilの組換え価を0.29と算出して,その第3染色体上

の順序をPgi1-ga14-bclと推定した.

4.染色体3と7上にある標識遺伝子座PgilおよびEst9の分離の歪みに対して中立的な対立遺伝子を同定した｡2通り

の交雑組合せのBIF2系統において,分離の歪みを示す後代集団および通常分離を示す後代集団を確認し,分離の歪みに中立

的な対立遺伝子を染色体3と7のga遺伝子座で確認した.

一5.中立的な遺伝子の効果を確認するために,雑種不稔に中立的な遺伝子の利用を試みた｡亜種間交雑に存在する雄性配

偶子の選択授精や花粉致死に対して中立的な遺伝子gallllと広親和性遺伝子S5-雅をもつ系統を育成した.これらの系

統を,日本型またはインド型品種に交雑してできたFlでは,稔実率も正常であり,gallの効果によるEst9の異常伝達も解
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消されて,中立的な遺伝子の効果が確認された｡これらの系統は,日本型あるいはインド型品種と交雑した場合,強いへテ

ロシスを示し,かつ生育期間および梓長とも改良されているので,亜種間雑種の育種に使えると考えられた｡

6.亜種間雑種の不稔が解決できる遺伝子を利用した亜種間-イブリッドライスの育種を紹介した｡親品種や亜種内-イ

ブリッドと比較して,亜種間-イブリッドの強い-テロシスを観測した｡二系法亜種間-イブリッドにより育成された超高

収量で優良品質の二つの組合を報告した｡

本研究から,中立的な遺伝子を利用して,亜種間雑種における雄性および雌性配偶子の不稔が解消できることを示した｡

今後,亜種間雑種の強いへテロシスを利用することによって,稲の収量を大幅に増加させることが期待される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

イネのインド型と日本型の亜種間雑種は強いへテロシスを示すので,育種上の利用が期待されている.広親和性遺伝子S

5一刀を利用するにより,ほとんどの亜種間雑種における雌性配偶子の致死は解決されたが,雄性配偶子の致死は未解決で,

亜樺問雑種の稔実率の不安定の原因となった｡本論文は,雄性配偶子の致死などによる標識遺伝子の分離の歪みに対して中

立的な遺伝子を利用すれば,遠縁交雑における雄性不稔が解決できると予想して,一連の研究を行った｡その評価すべき主

な点は次の通りである｡

1.亜種間雑種の稔実率が温度の低下に従って低下した原因は,一部の花粉が授精力を失ったためであることを明らかに

した｡このことは花粉稔性と後代集団の標識遺伝子の分離型から確認された｡一方,稔実率の低下は中立的な遺伝子の導入

により回避できるという可能性を示した｡

2.亜種間雑種において花粉稔性に関係する三つの標識遺伝子座が見出された｡さらに,花粉稔性が大きく低下した場合,

それが稔実率の低下に寄与することも見出した｡種子の雑種不稔の標識が染色体6上の色素原遺伝子Cであることを再確認

した ｡ ′

3.染色体3の上にあって雄性配偶子致死に関与する新しい遺伝子座ga14を同定した｡ これに対する標識遺伝子のPgi

1-2の伝達率とga14万の授精率を推定して,日本型の対立遺伝子をもっている配偶子の致死が不稔を起すことが明らか

になった.ga14とPgilの組換え価を算出して,その第3染色体上の配列を推定した｡ga14は新しい遺伝子座として登録

された｡

4.染色体3と7上のga遺伝子座で二つの中立的な対立遺伝子を同定した.さらに,中立的な対立遺伝子を持っ系統を実

際に育成して,日本型またはインド型品種と交雑して,これらの系統が雑種不稔を示さないことを確認した｡これらの育成

系統は農業的形質も改良されたので,亜種間雑種の育種に利用される｡なお,本論文の著者がこの研究と平行して育成した

二つの亜種間雑種組合せの成果をあわせて示した｡

以上のように,本研究は,雑種不稔に中立的な遺伝子を利用して,亜種間雑種における雄性および雌性配偶子の不稔が解

消できることを示したものであり,亜種間雑種の-テロシスの利用とイネ育種および育種学一般へ寄与するところが大き

い｡

よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成12年1月20日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学

力が十分あるものと認めた｡
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